
議 事 録

会 議 名 令和６年第４回瀬戸警察署協議会（定例会）

令和６年12月13日(金）
午後３時30分から午後５時30分までの間

日 時 ・ 場 所

瀬戸警察署 講堂

１ 委員

伊藤雄一郎 会長 鍋嶋 洋行 副会長
杉本 重治 委員 熊谷 由美 委員
藤田 豊秋 委員 丸山 真由 委員
寺田 康孝 委員 山内 敏也 委員

以上８名（定数10名）

出 席 者 ２ 警察署員

内田署長、中本副署長、神谷警務課長、伊藤会計課長
安藤生活安全課長、北村地域課長、向田刑事課長
向井交通課長、上原警備課長

以上９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 自動車関連窃盗への対策

１ あらゆる機会・媒体を活用し、自動車関連窃盗の現状を
伝えると共にハンドルロックの利用や防犯カメラの設置等
の具体的な防犯対策について広報し、市民一人一人が防犯
を意識することにより、地域全体の防犯意識の向上につな

答申等の概要
がる対策の推進。

２ 自動車整備振興会、自動車販売店、自動車用品販売店等
の各種団体との連携を強化し、特に盗難多発車種ユーザー
への広報啓発活動の強化を図る。

そ の 他 １ 次回開催予定 令和７年２月下旬から３月上旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況等（生活安全課長説明）

(2) 管内の交通事故発生状況等（交通課長説明）

４ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況

(1) 諮問事項

暴力団対策（愛知県暴力団排除条例の周知方法及び効果的な運用方法）

(2) 答申事項

ア 「暴力団は身近にいる」ことをＳＮＳなどの各種広報媒体を活用した

地域住民への周知と、「祭事や地域行事、日常生活で起こり得る事例へ

の適切な対応策」などの広報の実施

イ 警察、行政、市民、事業者が連携し、公共施設、商業施設、駅など、

多くの人が目にする場所に暴力団排除条例のチラシを掲示等し、暴力団

排除の士気を高める

(3) 具体的施策の推進状況（刑事課長説明）

ア 答申事項アについて

(ｱ) 県警ホームページ瀬戸警察署に活動レポートとして掲載

(ｲ) ホームページだけではなく、パトネットあいちやＳＮＳを活用した

広報を実施

イ 答申事項イについて

(ｱ) 暴力追放瀬戸市民会議と連携し、公共施設、商業施設、駅等におい
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記録者 警 務 係 長

て愛知県暴力団排除条例改正の動画を放映

(ｲ) 各種イベント時に、暴力追放チラシや暴排グッズを配布

５ 諮問

(1) 諮問事項

自動車関連窃盗への対策について

(2) 諮問事項の設定理由（生活安全課長説明）

令和６年10月末現在における当署管内の自動車関連窃盗被害は、自動車

盗８件（前年同期比４件増加）、車上ねらい19件（同９件増加）、部品ね

らい26件（同13件増加）と３罪種全て増加している。

特に、自動車盗は県内において、本年10月末現在751件（前年同期比179

件増加）と大幅に増加し、全国ワースト一位である。

そのため、自動車関連窃盗被害を防止するための効果的な取組に関して、

委員の意見をお伺いしたく、諮問事項とした。

６ 協議

委員 ・ 交通安全運動等での検問や声掛けをし、対象車種の運転手へ直接

注意喚起をするのはどうか。

委員 ・ 現在、盗難の主流となっているⅭＡＮインベーダー対策として、

ハンドルロックや車輪ロックを推奨してはどうか。

委員 ・ 自動車販売店や修理する店舗等にアプローチし、防犯広報に協力

してもらうのはどうか。

委員 ・ 地域住民に自動車盗難の情報を広報することで、盗難対策意識が

高まるのではないか。



- 3-

会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 少額でも効果が期待できるグッズ等の紹介をするのはどうか。

委員 ・ 幹線道路に防犯カメラを設置することにより、盗難車が移動しづ

らい環境を作るのはどうか。

委員 ・ 自動車を盗むため、下見をすると思われるので、知らない人には

声をかける運動を推奨したらどうか。

委員 ・ 自動車メーカーに盗難されない改善を促すのはどうか。

委員 ・ 一般住宅で被害に遭う割合が増加しているため、犯行の状況や手

口を市民に知らせ、防犯意識を高める啓発活動をしてはどうか。

委員 ・ 市民の目に届くようなチラシにより、監視カメラなどの駐車場の

セキュリティ強化をはじめとした複数の防犯対策を紹介するのはど

うか。

委員 ・ 純正セキュリティだけではなく、追加でイモビライザーや警報装

置、ＧＰＳの取付けを防犯対策として推奨してはどうか。

委員 ・ ナンバープレート盗難防止用の盗難防止ネジの活用が有効と思わ

れる。

委員 ・ 自宅の駐車場に防犯カメラやセンサーライトを設置する等、従来

の防犯対策に各自で取り組むことが大切ではないか。

委員 ・ 車の所有者に対して、被害の具体的な事例や防犯対策を紹介し、

誰もが被害者になる可能性があることを認識してもらうのはどうか。

委員 ・ 盗難されやすい車種の所有者に対して、防犯対策を広報するのは

どうか。

委員 ・ ハンドルロックやタイヤロックの使用を励行し、物理的に盗難困



- 4-

会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

難な状態を犯人に見せることも重要だと思う。

委員 ・ 自動車メーカーとの連携強化を図り、納車時等に防犯対策チラシ

を配布してもらうのはどうか。

委員 ・ 車両が盗難に遭った場合に追跡可能なＧＰＳの導入やイモビライ

ザーやダッシュボードカメラ等の盗難防止システムの活用を推奨す

るのはどうか。あわせて、ステアリングロックやホイールロックと

いった物理的防犯装置の使用の推奨も重要と思われる。

委員 ・ 実際の盗難事件の事例を市民に知らせたり、幅広い年齢層に知ら

せるために、ＳＮＳと広報誌等の紙媒体双方による広報を行っては

どうか。

委員 ・ スマートキーのリレーアタックなど、新しい犯罪の手口に対する

注意喚起を広報するのはどうか。

委員 ・ 公共施設、高架下、電柱などの落書きの監視、空き店舗の管理、

不法投棄の取締りなど、警察、自治体、地域住民が協力し合うこと

により、「犯罪と戦う警察」との構図ではなく、「犯罪のないまち

づくりの実現」という一人一人の意識向上が重要だと思う。住民が

強く意識することが防犯には一番必要ではないか。

７ 答申

(1) あらゆる機会・媒体を活用し、自動車関連窃盗の現状を伝えると共にハ

ンドルロックの利用や防犯カメラの設置等の具体的な防犯対策について広

報し、市民一人一人が防犯を意識することにより、地域全体の防犯意識の

向上につながる対策の推進。
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(2) 自動車整備振興会、自動車販売店、自動車用品販売店等の各種団体との

連携を強化し、特に盗難多発車種ユーザーへの広報啓発活動の強化を図る。

８ その他

次回の開催予定は、令和７年２月下旬から３月上旬とする。


